
  

実施内容 

ワンダリングチャレンジ in Matsumoto を実施した。 

松本市では初のワンダリングチャレンジの開催ということもあり、高校生〜大学生まで幅広く募った。 

場所は信毎メディアガーデン 1 階にてオープニングおよびエンディングイベントを実施し、期間中は

各チームが自由にミッションに挑戦、提出という方式を取った。 

ミッションは事務局側で 30 個ほど準備し、各チームごとでどのミッションに挑戦するかは選んでもら

った。 

最後に優秀チーム 1組を選び、賞金を贈呈した。 

目的 

普段学校ではなかなか挑戦出来ないミッションに挑戦することで一歩踏み出す勇気や自立性を養う。 

地域に絡めたミッションを作成することでミッションを通して地元を再認識してもらう。 

ミッションを通してさまざまなコトや人に触れることで学生の視野を広げ、今後のキャリアに活かし

てもらう。 

効果 

参加校：信州大学,松本深志高校,東京都市大学塩尻高校,諏訪清陵高校,松本蟻ヶ崎高校 

松本県ヶ丘高校 

参加人数： エントリー総数 48人 

ミッション提出数：39個 

定量的効果は以上の通りです。 

各チーム平均 5個ほどのミッションを提出いただきました。 

ミッションのアウトプットの手法としては文章だけでなく、動画やプレゼンテーション、SNS の投稿な

ど多岐に渡るもので各チーム工夫を凝らしながらさまざまなミッションに挑戦してもらいました。 

また、このチャレンジがなければ挑戦しなかったミッションや訪れなかった場所が多かったという感

想も学生からはでてきており、当初の目的に沿った効果でした。 

その他には普段なかなか感謝を伝えられない人に感謝を伝えられた、友達との絆が深まったなど効果

もありました。 

今後の課題 

挑戦したミッションが今回で完結ではなく、持続性や継続が必要。 

その点、場所を提供いただいた信濃毎日新聞様からはこの一回で終わらせず数回開催して欲しい、信濃

毎日新聞としても学生に関わって欲しいことはたくさんあるので次回以降はそれをミッションにして

欲しい、との前向きな意見をいただきました。 
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事業実施経過 

2023.7.17 「ワンダリングチャレンジ」オープニング 

2023.7.18～8.3 ミッション実施期間 

2023.8.4 「ワンダリングチャレンジ」エンディング 

事業の様子 

  

集合写真（撮影：やまぐちなおと） オープニング①（撮影：やまぐちなおと） 

  

オープニング②（撮影：やまぐちなおと）  


